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牛 ◆乳 ◆の ◆知 ◆識
 

◆

◆DAIRY  FARMING

03 . 震災を乗り越えて、未来へ 震災を乗り越えて、未来へ. 02

宮城県 石巻市  佐々木豊一郎　

「佐々木牧場」

　
「
真
っ
黒
な
濁
流
が
北
上
川
の
堤
防
を

1
メ
ー
ト
ル
以
上
越
え
て
襲
っ
て
き
ま
し

た
。
ゴ
ー
ッ
と
い
う
も
の
す
ご
い
地
鳴
り

と
と
も
に
、
家
や
車
が
流
さ
れ
て
き
た
。

目
の
前
の
状
況
を
な
か
な
か
理
解
で
き
な

い
自
分
が
い
ま
し
た
」
と
、
当
時
を
振
り

返
る
佐
々
木
豊
一
郎
さ
ん
（
4
3
歳
）
。

な
だ
ら
か
な
地
形
の
た
め
津
波
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
保
っ
た
ま
ま
北
上
川
を
遡
上
、
河

口
か
ら
5
キ
ロ
地
点
に
あ
る
佐
々
木
牧
場

を
襲
っ
た
。

　
家
族
は
幸
い
全
員
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、

牛
舎
は
浸
水
。
機
械
系
統
は
全
て
壊
れ
、

8
7
頭
い
た
牛
の
う
ち
、
生
き
残
っ
た
の

は
3
5
頭
だ
け
。

　
震
災
後
は
、
一
人
で
い
る
と
力
が
出
な

く
な
り
、
重
た
い
空
気
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
。
他
の
仕
事
を
す
る
の
か

と
い
う
想
い
も
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
で
も
酪

農
を
続
け
る
の
が
復
活
へ
の
最
短
距
離
だ

と
決
意
し
た
豊
一
郎
さ
ん
。
2
0
1
1

年

6
月
に
は
、
牛
舎
を
稼
働
、
15
頭
の
搾
乳

を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、

仲
間
た
ち
の
支
援
が
あ
り
、
愛
知
県
に
住

む
大
学
時
代
の
同
級
生
は
子
牛
を
3
頭
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

　
「
こ
の
先
、
あ
の
日
に
戻
る
た
め
に
何

年
を
費
や
す
の
か
、
と
い
う
葛
藤
は
今
で

も
あ
り
ま
す
。
で
も
震
災
を
経
験
し
て
も

日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
存
在

に
支
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
応
援
し
て
く
れ

る
仲
間
も
い
る
。
自
分
も
立
ち
止
ま
っ
て

い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
、
前
に
進
む
し
か
な

い
。
バ
ッ
ク
ギ
ア
を
壊
し
て
前
に
進
む
ん

で
す
」
。
豊
一
郎
さ
ん
は
力
強
く
話
す
。

牛
舎
は
、
1
メ
ー
ト
ル
以
上
浸
水
。
機
械
系
統
は
す
べ
て
壊
れ
、
エ
サ

は
水
没
、
牛
た
ち
は
首
の
位
置
ま
で
塩
水
に
使
っ
て
い
た
。

牛舎の牛を救出できたのは震災から10
日目。87頭いた牛のうち、生き残った
のは35頭のみ。畜産農家の仲間がダン
プや機械を手配して駆けつけ、3日間か
けて泥を掻き出してくれました。

妻の路子さんは毎朝5時30分、豊
一郎さんは6時30分から搾乳を開
始。夜も遅い時間帯まで牛舎で仕
事。現在、子牛と和牛の世話を担
当する父親の勇一郎さんは、「じ
じも80歳まで元気に酪農する
ぞ！」と宣言してくれたそうです。

牧 場 名 ：佐々木牧場

所 在 地 ：宮城県石巻市北上町橋浦

酪農開始年：1953年

飼養頭数：搾乳牛79頭

牛 　 舎 ：つなぎ牛舎

路子さん（右端）は「夫には、8人家族を養わなきゃという重
圧もあったと思うんです。こういうときは一緒に落ち込んでは
ダメ。あっけらかんとしているのが私の役目かなと思って」と
涙を浮かべながら話してくれました。

震
災
を
乗
り
越
え
て

震
災
を
乗
り
越
え
て
、
未
来
へ

未
来
へ

震
災
を
乗
り
越
え
て
、
未
来
へ

前
に
進
む
し
か
な
い
。

バ
ッ
ク
ギ
ア
を
壊
し
て
、

前
に
進
む
ん
で
す
。

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
2
年
。

あ
の
日
の
記
憶
を
乗
り
越
え
、
被
災
地
で
は
い
ま
も
懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
族
や
仲
間
と
と
も
に
未
来
に
向
け
て
頑
張
る
酪
農
家
を
紹
介
し
ま
す
。

巨大な津波は、石巻市の北
上川堤防を河口からおよそ
13キロにわたって破壊した。



05 . PRONDUCTION SITE

 
牛 ◆乳 ◆の ◆知 ◆識

福島県 磐梯山麓  成田 昌弘

「成田牧場」

　
磐
梯
山
麓
の
高
台
に
あ
る
成
田
牧
場
。

二
代
目
成
田
昌
夫
さ
ん
（
6
0
歳
）
の
父
、

弘
之
さ
ん
が
開
拓
し
た
当
時
は
、
周
辺
が

森
林
に
囲
ま
れ
、
数
キ
ロ
離
れ
た
駅
に
行

く
の
に
も
半
日
が
か
り
。
雪
も
深
く
、
命

が
け
の
開
拓
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。
昌
夫
さ
ん
は
、
昭
和
4
7
年
に

父
・
弘
之
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
牧
場

経
営
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
昌
夫

さ
ん
の
息
子
、
昌
弘
さ
ん
（
3
5
歳
）
が

三
代
目
と
し
て
牧
場
を
継
ぎ
、
家
族
一
丸

と
な
っ
て
牧
場
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
成
田
牧
場
に
も
大

き
な
影
を
落
と
し
ま
し
た
。

 

　
周
辺
地
域
の
牧
草
は
、
放
射
能
汚
染
の

影
響
で
使
え
な
い
状
況
で
す
。

　
酪
農
家
な
ら
誰
し
も
、
自
ら
が
牧
草
を

栽
培
し
、
長
年
培
っ
た
調
合
の
え
さ
を
与

え
た
い
は
ず
。
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
当
た

り
前
の
こ
と
が
叶
わ
ず
、
2
0
1
2
年
6

月
か
ら
町
役
場
が
中
心
と
な
り
、
除
染
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
3
年

6
月
に
は
一
番
草
が
成
長
し
、
県
の
検
査

で
給
与
可
能
な
判
定
が
出
れ
ば
、
晴
れ
て

自
家
製
の
牧
草
を
え
さ
に
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
6
月
ま
で
、

気
の
抜
け
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も

成
田
牧
場
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
。
何
よ
り
そ

こ
に
は
家
族
の
強
い
絆
が
あ
る
か
ら
で
す
。

 

「
母
と
妻
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

僕
や
父
が
い
な
い
と
き
に
も
牧
場
を
守
っ

て
く
れ
て
、
そ
の
お
陰
で
頑
張
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
震
災
後
、
搾
っ

た
牛
乳
を
捨
て
る
毎
日
が
続
い
て
も
、
牧

場
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
昌
弘
さ
ん
。 

「
自
分
自
身
は
ま
だ
ま
だ
盤
石
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
共
進
会
（
牛
の
コ
ン
テ
ス

ト
）
を
は
じ
め
、
一
所
懸
命
打
ち
込
め
ば

必
ず
い
い
方
向
に
行
く
こ
と
、
そ
し
て
、

型
に
は
ま
ら
ず
や
わ
ら
か
く
考
え
る
と
い

う
こ
と
を
父
か
ら
学
び
ま
し
た
。
息
子
に

は
、
好
き
な
道
に
進
ん
で
く
れ
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
の
後
ろ
姿
を
見
て
、

自
然
と
そ
の
道
を
選
ぶ
の
も
い
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
牛
飼
い
で
あ
り
た

い
と
常
に
願
っ
て
い
ま
す
」

「いま思うと不思議だよな
あ。当たり前のように牧場
を継いでいた…」と昌夫さ
ん。何も言わずに、という
のは昌弘さんの時も同じ。
昌弘さんは自らの意思で
県の農業短大を卒業し、
その後1年間、千葉県の牧
場で研修し、当然のように
成田牧場に戻ってきまし
た。現在は家族みんなで
牧場を守っています。

牧場では牛の糞尿に敷料
のワラやオガクズをまぜ
て4～5ヶ月かけて堆肥を
つくっています。ここで作
られる有機肥料は、飼料
畑や草地に還元し栄養価
の高い牧草へ。1日1頭当
たり40kgといわれる大量
の糞尿も、堆肥化すること
で利用価値を生み出して
います。

家
族
の
大
き
な
信
頼
感
が
、

魅
力
あ
る
”
牛
飼
い
“
へ
と

導
い
て
く
れ
る

牧場名：成田牧場

所在地：福島県耶麻郡猪苗代町

酪農開始年：1965年

飼養頭数：100頭（成牛約60頭）

右から成田昌夫さん、妻・勝子さんと柊君、昌弘さんと妻・芽依さん。「4代目が生まれたいま、家族がいつも一緒
にいるありがたさを胸に、成田牧場はさらなる飛躍を目指す。」

「どこかに出かけなくたっていいんだ。助け合い
ながら、笑顔で暮らせればいい。家族経営の牧場
はそれがすべてだね。」と昌夫さん。

自家製の牧草は、放射能汚染の影響で使えず、安全な購入飼
料のみ給与している。

震災を乗り越えて、未来へ. 0405 . 震災を乗り越えて、未来へ

 
◆

◆DAIRY  FARMING 震災を乗り越えて、未来へ
東日本大震災から未来へ向かって頑張る酪農家を紹介します



 
◆

◆DAIRY  FARMING
牛 ◆乳 ◆の ◆知 ◆識

安心して消費者の皆様に牛乳を飲んでいただくために。牧場では、
牛たちが健やかに暮らし、上質で安全な牛乳をお届けできるよう毎日、
毎日、頑張り続けています。

世界の各国と比べても厳しい

日本の放射性物質の基準
安全・安心な農産物を消費者に提供するために、日本では世界各国と比べ
ても非常に厳しい放射性物質基準値を設け、基準値を超えるものが出た
場合は、即、市場・消費に回らないよう完全に隔離され、処分されます。

資料：厚生労働省

単位：Bq/kg

セシウム
134

セシウム
137

国際機関・
国

国際食品
規格委員会

米国 欧州
日本

暫定基準値
(～平成24年3月)

日本
新基準値

(平成24年4月～)

1000
(乳幼児用品)

1000
(一般食品)

200
(飲用水、牛乳、

乳製品)

500
(野菜、穀物、肉、

卵、魚、その他)

10
(飲用水)

50
(乳幼児食品、牛乳)

100
(一般食品)

400
(乳幼児用食品)

1000
(乳製品)

1250
(一般食品)

1000
(飲用水)

1200

　

2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京

電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
っ
て
、

原
発
事
故
発
生
周
辺
地
域
で
産
出
さ
れ
た
農
林
水
産

物
が
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
2
年
が

経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、
消
費
者
の
購
買
行
動

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
牛
乳
乳
製
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
生
乳
生
産

現
場
に
お
い
て
適
切
な
飼
養
管
理
を
徹
底
し
、
特
に

飼
料
は
、
地
方
自
治
体
等
に
よ
る
検
査
に
よ
っ
て
、

安
全
が
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
乳
牛
に
給
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
牛
乳
乳
製
品
の
原
料
と
な
る
原
乳
（
生

乳
）
段
階
で
も
、
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
乳

業
工
場
単
位
に
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
が
定
期
的
に
実
施
さ
れ
、
基
準
を
超
え
る
商

品
が
流
通
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

牛乳と放射能問題

07 . 安全・安心への取り組み

ミルクの温度は
きびしく管理。

搾乳（乳搾り）は朝夕2回または1日3回
行います。搾ったミルクは直接バルク
クーラーという保冷タンクに送られ、工
場へ出荷されるまでの間、厳しく温度管
理されます。

検査結果はここでチェック！

農林水産省HP

「原乳の放射性物質の検査結果について」
http://www.maff.go.jp/e/seisan/
milk_inspection/milkinsp.html

「飼料作物の調査結果」
http://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/
shiryo/001.html

この他にも各地方自治体、厚生労働省のHPでも
確認できます。

安全安心を牧場から食卓へ

牧場で搾られたミルクは、タンクローリー車で集
められ冷却されたまま衛生的にクーラーステー
ション（牧場から集めたミルクを一時貯蔵する
施設）や牛乳工場へ運ばれます。
工場では、受け入れ検査を経て殺菌後、牛乳パッ
クにつめられ、皆さまのもとへ届けられます。

安全・安心への取り組み. 06

安心して消費者の皆様に牛乳を飲んでいただくために 牧場では

安全・安心な牛乳を届けるために

牛たちの健康は、
なにより大切。

酪農家にとって、牛はわが子と同じ。えさ
の食べっぷり、皮膚や体毛のツヤ、乳房
の状態、動き方や姿勢、鳴き声、元気が
あるかなど酪農家ならではの視点で1頭
1頭細かくチェックします。

牛
な33おいしい牛乳の

もとだから。

牧草を自家生産している酪農家は、牧草
を育て、刈り取り、ロール状に丸めてラッ
ピングし、発酵させます。牛乳のもとに
なるえさの品質や安全性には特に気を
配っています。

22いつもきれいに。

牛たちが心地よく過ごせるよう牛舎をい
つも清潔に保っています。牛舎の清掃は
朝夕の1日2回行います。また定期的に
牛舎の消毒や害虫の駆除なども行って
います。

い11 ミ
き44

MEMO

安全・安心な牛乳を届けるために

　
厚
生
労
働
省
よ
り
、
事
故
発
生
周
辺
県
に
対

し
て
乳
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
実
施
が
指
示

さ
れ
、
1
〜
2
週
間
に
1
回
の
頻
度
で
検
査

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
に
は
、
17
都
県
で
２
０
０
０
検
体
以

上
が
検
査
さ
れ
、
す
べ
て
国
の
基
準
値
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
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◆

◆DAIRY  FARMING

国
産
一
〇
〇
％
の
牛
乳
が
も
っ
て
い
る

健
康
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

国
産
一
〇
〇
％
の
牛
乳
が
も
っ
て
い
る

健
康
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

09 . 国産100％牛乳の健康メリット

注目注目されているされている

　
食
品
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
た
ん
ぱ

く
質
な
ど
の
生
命
維
持
に
必
要
な
栄
養

素
の
こ
と
を
意
味
す
る
一
次
機
能
（
栄

養
機
能
）
、
味
覚
や
嗅
覚
な
ど
感
覚
に

訴
え
る
二
次
機
能
、
そ
し
て
免
疫
系
、

内
分
泌
系
、
神
経
系
、
循
環
器
系
な
ど

に
働
き
か
け
る
三
次
機
能
（
生
体
調
節

機
能
）
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
牛
乳
に
は
生
体
防
御
機
能
や

整
腸
機
能
、
体
調
リ
ズ
ム
の
調
節
機
能

な
ど
優
れ
た
三
次
機
能
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
次
々
と
明
ら
か
に
な
り
、
こ

れ
ら
の
研
究
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
好
き
な
も
の
が
、
好
き
な
だ
け
食
べ

ら
れ
る
飽
食
の
現
代
社
会
。
生
活
習
慣

病
の
低
年
齢
化
な
ど
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
健
康
な
体
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
食
生
活
が
と

て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
牛
乳
乳
製
品
を
毎
日
の
食
事
に
取
り

込
む
こ
と
で
、
牛
乳
乳
製
品
が
も
つ
三

次
機
能
を
十
分
に
活
か
し
、
イ
キ
イ
キ

と
し
た
健
康
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

Calcium

vitaminD

＋

カルシウムとビタミンDで骨を丈夫に

アジアではおよそ60～70％位の人がビタミンＤ不足と言わ

れ、近年、大きな問題になっています。ビタミンDは食事から

の摂取だけでなく、日光にあたることも大切です。様々な免疫

反応などへの関与も示唆されており、カルシウムの吸収を高め

る効果もあります。牛乳乳製品は、カルシウムが豊富に含ま

れ、吸収率も高い食品ですが、同時にビタミンＤを意識的に摂

取することで、さらに骨も体も丈夫にしましょう。

近年、重要視されているメタボリック症候群とは、肥満（腹

部肥満）に脂質異常／血圧上昇／耐糖能障害が複合した状態

で、これを放っておくと動脈硬化性疾患などの発生頻度が高

まるといわれています。最近では子供のメタボも増加するな

ど低年齢化も危惧されています。

日本で行われた最近の調査では、男女ともに牛乳乳製品をよ

く摂る人ほど、メタボリック症候群の割合が低いことが分か

りました。

メタボ/肥満の予防効果 ナチュラルチーズを製造する際の副産物、また、

ヨーグルトの表面に浮いてくる上澄みの液体は、ホ

エイ(乳清)と呼ばれています。

かつては家畜飼料として使われる以外は破棄される

ことも少なくありませんでした。しかし、水溶性の

ビタミンやたんぱく質、ミネラルが豊富で、消化吸

収が早いことなどから、近年では、菓子やパンの原

料だけでなくスポーツ系飲料など様々な食品の原料

として使われています。

再評価されたホエイの価値

国産100％牛乳の健康メリット. 08

血糖値の上昇を抑えるコツ

ＧＩ（グリセミック・インデックス）とは、食後の血糖値の上昇度合いを示す

「血糖上昇指数」のこと。カロリーが同じでもＧＩが高いほど血糖値が急激に

上がり、低いほど血糖値の上昇がゆるやかなため、糖尿や肥満の予防・改善効

果が期待できます。食品の中でも牛乳や乳製品は低ＧＩの代表格です。

食事に牛乳をプラス

普段の食事に牛乳をプラス。

お弁当などの外での食事でも

手軽に実行できます。1日の

目安はコップ１～2杯程度で。

調理法の工夫
ご飯の炊き方や麺類のゆで方

も、固めにすることで消化が遅

くなり血糖値上昇を抑制。

メニューの工夫

味噌汁やカレーに牛乳を入れたり、ヨーグ

ルトをドレッシングやデザートに活用しましょう。

また、野菜やキノコ類、海藻類などの食物

繊維の多い食品をメニューに加えましょう。

食べる順番

ごはんを食べる前にサラダや煮物な

どの野菜を食べるだけで、食後の血

糖値上昇を抑制。

調味の工夫
消化を遅くする働きのある酢や柑橘

類を調味に使用。

食べ方

早食いはGIが高くなります。ゆっくり

よくかんで食べることを心がけましょう。

牛乳の優れた機能注目されている

資料：（社）日本酪農乳業協会発行「知っておきたい！牛乳力」、「牛乳乳製品の知識」より

牛乳に含まれるたんぱく質（免疫グロブリンやラクト

フェリン）とオリゴ糖には、細菌やウイルスが体内に

侵入するのを低減する働きがあり、また、細菌やカビ

などの感染性微生物を分解する機能も持っています。

疲労や睡眠不足などで体力が落ちていると、抵抗力も

弱まり、ウイルスなどに感染しやすくなります。十分

な睡眠と牛乳で元気な毎日を過ごしましょう。

ウイルスの侵入を抑える牛乳の免疫機能
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未来店舗のあり方. 1011 . 未来店舗のあり方

に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
で
は
、
実
験
中
は
設
定
し

た
4
つ
の
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
値
を
伸

ば
し
た
。
特
に
「
シ
ニ
ア
期
」
は
実
験
後
も
実

験
中
の
高
い
値
を
維
持
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
各
種
施
策
全
般
を
通
じ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
は
、
接
触
度
が
高
い
利
用
者
ほ
ど
、
①

来
店
意
欲
が
向
上
、
②
店
舗
の
印
象
が
変
わ
り

（
好
印
象
を
持
っ
た
、
明
る
い
雰
囲
気
に
な
っ

た
、
楽
し
め
る
店
内
に
な
っ
た
）
、
③
店
舗
に

対
す
る
好
感
度
が
上
昇
し
た
、
な
ど
顧
客
満
足

度
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、
希

望
創
出
に
店
舗
が
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と

が
、
売
場
活
性
化
や
「
価
値
競
争
力
」
の
強
い

店
舗
創
り
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

※
「
学
習
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
資
料
」
を

　
　
参
考
に
作
成
。

　
学
習
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
所
長
で

あ
り
、
学
習
院
大
学
経
済
学
部
の
上
田
教
授
を

座
長
に
、
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
「
未
来

店
舗
の
本
質
研
究
」
。

　
2
0
0
9
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
し
て

以
降
、
研
究
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
生

活
者
の
深
層
心
理
調
査
な
ど
を
通
し
て
、
「
生

活
者
は
売
り
場
に
対
し
て
、
モ
ノ
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
変

化
し
て
い
く
希
望
を
求
め
て
い
る
」
と
い
う
仮

説
を
取
り
纏
め
た
。
こ
う
し
た
3
年
間
に
わ
た

る
研
究
ス
テ
ー
ジ
を
踏
ま
え
、
実
際
の
店
舗
で

実
証
実
験
が
行
わ
れ
、
こ
の
度
、
実
験
結
果
が

取
り
纏
め
ら
れ
た
。

　
実
験
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
①

妊
娠
期
、
②
子
育
て
期
、
③
子
離
れ
期
、
④
シ

ニ
ア
期
の
４
つ
に
分
け
、
生
活
者
の
希
望
活
性

化
に
係
る
テ
ー
マ
と
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、
牛

乳
乳
製
品
、
お
菓
子
、
ビ
ー
ル
、
オ
ー
ラ
ル
ケ

ア
商
品
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ク
ロ
ス

M
D
に
取
り
組
ん
だ
。

　
な
お
、
今
回
の
実
験
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
・
西
宮
の
沢
店
で
昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
、

実
験
期
間
の
前
後
1
ヶ
月
を
分
析
対
象
期
間

と
し
、
実
験
前
、
実
験
中
、
実
験
後
を
比
較

し
、
効
果
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　
牛
乳
乳
製
品
の
売
り
上
げ
に
関
す
る
P
O
S

2日間で133名参加。「今まであまり気にせず値段だけで選んでいた牛乳で
すが、他のも買ってみようと思いました」といった意見も出されました。

各ステージカラーに合わせた風船などを使用し、定番売り場へ誘
導する。また、クロスMDによって、訴求内容の範囲を広げる。
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子育て期
子離れ期
シニア期
妊娠期

100.0

100.0

100.0

100.0

123.2

135.6

261.7

154.8

133.0

80.1

252.7

110.6

実験前 実験中 実験後

実験による牛乳・乳製品売上高伸び率上位5アイテム合計の推移

「価値競争力｣「価値競争力｣の強いの強い“未来店舗“未来店舗”に向けてに向けて
ライフステージごとの生活者の悩み解決
に役立つ情報をパネルで紹介し、希望を
創造させるコーナー。

※この他にも「店内活性化（サイネージ再生） 店長・店員による情報発信」「旬・鮮度のより一層の活用」などに係る施策が展開された。

①顧客へのケアを中心として、顧客相互交流のアシストを行う

②オープン型コミュニティの情報発信を行う

③妊娠ステージ・子育てステージの主婦のお悩み相談

④ライフステージに関する質疑応答

コンシェルジュの役割

「未来店舗の本質研究」とは

市場そのものを破壊していく悪魔のスパイラル「価格競争（値下げ合戦）」から抜け出すために、「価値競

争力の強い」新たな店舗モデル創造を目指すための産学協同プロジェクト。

コアコンセプト

『生活者の希望が需要そのものを生み出す』という経済学の前提に基づき、｢ライフステージ｣ごとに変

化していく生活者の希望に対して、店舗で可能な部分に関わり、生活者の希望創出をアシストする。

菓子

牛乳

鮮度

オーラル
ケア

情報

店内

ビール商圏 生活者

課題⑤

課題④

課題③

課題②

課題①クロスMD

希望希望

希望希望

希望希望

希望希望

これまでの研究成果

消費者深層心理インタビューによる個人・地域の各
課題に対する潜在意識・無意識のニーズ仮説発見

Webモチベーションリサーチ仮説検証

希望創造に向けた実験仮説の発見

「味覚スタジオ」とは、生活者が専門家に
よるセミナーや試食体験などの学びを通じ
て、身近な「食」により関心を持ってもら
うことで、「価格」ではなく「商品の特徴」
に目を向けさせることを目的とする。

ジごとの生活者の悩み解決

施策①
ライフステージコーナー

顧客相互交流のアシストを行う

施策②
売らない場づくり
（コンシェルジュ）

実証実験

生活者の希望を創るための
店舗づくりについて

「
よ
て
う

施策③
コミュニティ創造
「味覚スタジオ」

味覚スタジオ「牛乳飲みくらべ」。牛乳
にも様々な種類別があること、同じ牛乳
でも味が異なることを実感してもらった。

アコンセプト

生活者は売場に対して、モノだけではなく希望を求めている！

「価値競争力｣の強い“未来店舗”に向けて

赤ちゃんを
待ちながら

子ばなれ
レッスン中

子育てを
楽しく

かろやか、やさしさ、
きぼうワンダフル
エイジング世代

妊娠期 子育て期

子離れ期 シニア期

（ライフステージ別で計算し、1000人当たりの売上高金額から価格の影響を排除した値を
  利用し、実験前を100とした指数で表示）

Illustration by Tetsuya Kitada
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